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１．はじめに 

 近年、わが国では、自動車交通量の増加や渋滞等に

伴い、二酸化窒素（以下、NO2と略す）等による局地的

大気汚染が社会問題となっている。この問題に対し、

ディーゼル車からの排出ガスを規制する自動車 NOx・

PM 法（以下、法と略す）やディーゼル車走行規制（以

下、条例と略す）といった広域的な対策が施行され、

さらに、大気浄化システムの整備といった局地的対策

等、様々な沿道環境対策が行なわれている。 

 各種沿道環境対策によって、自動車排出ガス測定局

（以下、自排局と略す）における環境基準達成率は増

加傾向にあるが、交通量が多い幹線道路や道路構造が

複雑な箇所では環境基準値を上回り、特に世田谷区の

上馬交差点では環境改善効果を実感できなかった沿道

住民の多くが大気浄化システム等の局地的対策の整備

を求めていることが既往研究 1)で明らかとなっている。 

 そこで本研究では、大気浄化システムが整備されて

いる東京都内の自排局を対象に、沿道住民による大気

浄化システムの評価を自排局別、沿道部・後背部別に

比較し、今後の大気環境改善に向けた課題と改善策に

ついて検討する。 

２．対象局の概要 

 大気浄化システムは、東京都内では大和町、松原橋、

大坂橋の３交差点に整備されており、いずれも自排局

が設置されている。表－１に対象局の概要を示す。 

表－１ 対象局の概要 

 

３．沿道住民へのアンケート調査概要 

 沿道環境対策と環境改善効果に関する住民意識を把

握するために、各交差点中心から概ね 200m 以内に居住

する 2,495 世帯（３自排局合計）を対象に、訪問留置郵

送回収法によるアンケート調査を行った。調査期間は

大和町が 2008 年 12 月 5 日～15 日、松原橋と大坂橋は

2009 年 7 月 28 日～8 月 17 日。自排局別の回収率は大

和町 19.0％、松原橋 15.3％、大坂橋 10.9％である。 

（１）自排局別の比較 

１）現在の大気環境について 

 図－１に現在の大気環境を示す。松原橋では、NO2

濃度が３自排局の中で最も高いにも関わらず、現在の

大気環境を「非常に不快」・「不快」と回答する住民が

最も少ないことが明らかとなった。この要因として、

松原橋では、他の２自排局と比べ交通量が少なく、道

路構造も２層構造と大気拡散しやすい構造であるため、

不快に感じる住民が少ないものと考えられる。 

 
図－１ 現在の大気環境について 

２）在宅時間別の環境負荷 

 図－２に大坂橋における沿道環境に対する住民意識

を示す。現在の大気環境と騒音を「非常に不快」と回

答する割合は、平日の日中時に「在宅している住民」

が、「在宅しない住民」の２倍を上回っている。この要

因としては、指摘割合の大きさから国道 246 号におけ

る日中時の交通量と渋滞が影響していると考えられる。 

 
図－２ 大坂橋における沿道環境に対する住民意識 
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３）大気浄化システム整備について 

 大気浄化システムの整備を評価する理由は、全ての

自排局で「対策内容として評価している」・「環境対策

を行うことを評価する」と回答した割合が約 80％を占

めており、対策の取り組み方を評価する住民が多いこ

とが明らかとなった。 

 図－３に大気浄化システムを評価しない理由を示す。

大気浄化システムの整備を評価しない理由は、全ての

自排局で「対策を知らない」・「対策が目立たない」と

回答した割合が 35％を超えている。特に、松原橋では、

交差部の一角が大規模に整備されているにも関わらず、

事業説明がアンダーパス部のみのため、未だに十分な

認知がなされていない状況が明らかとなった。 

 
図－３ 大気浄化システムの整備を評価しない理由 

４）今後求める沿道環境対策について 

 今後求める沿道環境対策として、「排出ガス発生源対

策」を求める割合は全ての自排局で約 60％であった。

大坂橋では、「法・条例によって大気改善を実感出来な

かった」割合が 70％と高いことから、「法・条例の規制

強化」を求める割合が 32％と高い割合を占めている。 

（２）沿道部・後背部別の比較 

１）現在の大気環境について 

 大和町における現在の大気環境を「非常に不快」・「不

快」と回答した割合は沿道部で 77％、後背部で 75％と

差が生じていないことが明らかとなった。後背部では、

「環境改善効果を実感した」割合が 60％と高いにも関

わらず、現在の大気環境を未だに不快に感じている住

民が多い。大和町では、沿道部・後背部に関わらず、

大気環境の悪化を未だ地域の問題として問題視してい

る住民が多いことが考えられる。 

２）法・条例による大気環境改善について 

 図－４に大和町における法・条例による大気改善を

実感した理由を示す。大気改善を実感した割合は、沿

道部で 37％、後背部で 60％と 23％の差が生じている。

実感した理由として、沿道部・後背部ともに「悪臭と

ススの減少を実感した」割合が 65％を超えているが、

「渋滞が減少した」割合は沿道部で 16％と後背部の２

倍である。沿道部の住民は、渋滞の減少が大気改善意

識に結びついていることが明らかとなった。 

 
図－４ 大和町の大気改善を実感した理由 

３）大気浄化システムについて 

 大坂橋では大気浄化システムの認知度が 47％と最も

低い。大坂橋で大気浄化システムの改良を求める割合

は沿道部で 95％、後背部で 98％と高い。大坂橋の大気

浄化システムは他に比べ規模が小さく、沿道部・後背

部ともに「設備を大きくする」・「吸気口の増設」等の

改善を求める割合が合わせて 40％を占めており、除去

能力の改良を求める住民が多いことが明らかとなった。 

４．まとめと今後の課題 

 ① 大和町では、沿道部と後背部で環境改善の実感

に 23％の差が生じており、大気拡散の効果が表れ

ているが、未だに地域全体で環境負荷が大きい。 

 ② 松原橋では、現在の大気環境を不快に感じてい

る住民は最も少ない。これは、交通量が少ないこ

とや大気拡散がしやすい道路構造のためである。 

 ③ 大坂橋では、日中時に「在宅している」住民に

おいて大気環境と騒音の環境負荷が大きく、法・

条例の規制強化を求める住民が多い。 

 大気浄化システムの整備については、全ての自排局

で「対策の取り組み方」を評価することが明らかとな

った。しかし、松原橋では規模が大きいにも関わらず

認知度が低いことが大気改善に結びついておらず、幅

広い周知方法の検討、さらに、大坂橋では大気浄化シ

ステムの改良が必要であることが明らかとなった。 

 今後の課題として、NO2濃度状況や大気浄化システム

の効果を多くの住民に認知してもらうために、大気浄

化システムの除去能力向上や掲示板の設置、インター

ネット等を用いた更なる情報公開・提供の手法の検討

が必要である。 
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